
きそまち議会だより
№78　2025.４.25 発行／長野県木曽町議会

新土俵で御嶽海関と稽古する小学生ら（表紙説明は22ページ）

きそまち議会だより

木曽町議会
ホームページ

DX事業と木の産業づくりの推進
一般会計当初予算　108億8000万円

３月会議の情報をお伝えします
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DX事業DX事業とと木木のの産業づくり推進産業づくり推進
子育て支援、移住・定住対策にも力子育て支援、移住・定住対策にも力

歳
入
の
特
徴

　

当
初
予
算
は
総
額
１
０
８
億
８
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
歳
入
の
中
で
地
方
交
付
税
が
49
億
８
０
０
０
万
円
（
45
・

８
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
税
は
約
15
億
７
８
０
０

万
円
（
14
・
５
％
）
を
占
め
て
お
り
、
住
民
か
ら
の
税
収
も
重

要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
繰
入
金
や
国
庫
・
県
支

出
金
な
ど
も
上
位
を
占
め
、
多
様
な
財
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
町
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

歳
出
の
特
徴

　

公
債
費
（
町
の
借
金
の
返
済
）
が
22
億
１
２
０
０
万
円

（
20
・
３
％
）
と
最
も
高
い
比
率
を
占
め
ま
し
た
。
近
年
、
役

場
庁
舎
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
が
続
き
そ
の
返
済
金
が
増
え
た

た
め
で
す
。
事
業
で
は
官
民
連
携
に
よ
る
木
の
産
業
づ
く
り
や

Ｄ
Ｘ
事
業
の
推
進
が
大
き
な
柱
で
す
。
人
口
減
少
対
策
と
し
て

子
育
て
支
援
や
教
育
、
移
住
・
定
住
対
策
に
も
力
を
入
れ
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

３月会議（44件）
条 例 13 指定管理 8 同 意 1
補正予算 5 規約変更 １ 請 願 １
当初予算 6 路線認定 １ 発 議 3
工事請負 1 財産無償譲渡 1
物品購入 1 報 告 2

　３月会議（通年議会）は３月 7日から 14
日までの８日間の日程で開催されました。
　９人が一般質問を行ったほか町から提案
のあった条例改正や指定管理、補正予算、
新年度当初予算など44件の審議があり全て
の案件が原案通り可決されました。会議

3 月

公債費（町の借金返済）の推移

※各年度末現在。６年度までは実績、７年度以降は予測。

一般質問や当初予算審議などが行われた議場の様子一般質問や当初予算審議などが行われた議場の様子

木曽町は今年、合併20年を迎える。毎年
200人余りの人口減少が続いてきたが、今後も一定の人口減少が続き
税収の減少も懸念される。本庁舎や文化交流センター、温水プール、
おもちゃ美術館、御嶽山ビジターセンター等など新たな公共施設も多
く整備された反面、老朽化しほとんど使われなくなった施設も少なく
ない。本来の使命を終えた施設の除却などにより歳出経費を抑え、一
層の財政健全化を進めることが重要だ。

議会の 点視
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自主財源自主財源

町で集めたお金町で集めたお金
33億6930万円33億6930万円
 （31.0%） （31.0%）

一般会計一般会計  108108  億億  80008000  万円万円（前年度比 △1.5％）（前年度比 △1.5％）
令和７年度

新年度予算

依存財源依存財源

国や県、借入金など国や県、借入金など
に頼ったお金に頼ったお金
75億1070万円75億1070万円
 （69.0%） （69.0%）

歳  入（収入）
108 億 8000万円

依存財源依存財源
 （69%） （69%）

自主財源自主財源
 （31%） （31%）

歳  出（支出）
108億8000万円

町税町税
15億7847万円15億7847万円
（14.5%）（14.5%）

繰入金繰入金
11億200万円（10.1%）11億200万円（10.1%）

その他一般財源その他一般財源
6億8883万円（6.4%）6億8883万円（6.4%）

国庫支出金国庫支出金
5億7388万円5億7388万円
（5.3%）（5.3%）

県支出金県支出金
4億4370万円（4.1%）4億4370万円（4.1%） その他その他

依存財源依存財源
5億8852万円5億8852万円
（5.4%）（5.4%）

町債町債
9億24609億2460万万円円
（8.4%）（8.4%）

地方交付税地方交付税
49億49億8000万8000万円（45.8%）円（45.8%）

町民税、固定資産税など町民町民税、固定資産税など町民
の皆さんから納められる税金の皆さんから納められる税金

国や銀行から国や銀行から
借りるお金借りるお金

国からの補助金国からの補助金
などなど

県からの補助金など県からの補助金など 地方消費税交付金、地方消費税交付金、
地方譲与税など地方譲与税など

諸収入、使用料・諸収入、使用料・
手数料、財産収手数料、財産収
入、繰越金など入、繰越金など

行政の格差をなくすため行政の格差をなくすため
国から交付されるお金国から交付されるお金

基金（貯金）から基金（貯金）から
持ってくるお金持ってくるお金

総務費総務費
20億2277万円20億2277万円
（18.6%）（18.6%）

民生費民生費
17億9555万円17億9555万円
（16.5%）（16.5%）

公債費公債費
22億1197万円22億1197万円
（20.3%）（20.3%）

教育費教育費
10億8243万円10億8243万円
（10.0%）（10.0%）

土木費土木費
10億7782万円10億7782万円
（9.9%）（9.9%）

衛生費衛生費
10億533万円10億533万円
（9.2%）（9.2%）

商工費商工費
7億77万円7億77万円
（6.4%）（6.4%）

農林水産業費農林水産業費
5億8461万円5億8461万円
（5.4%）（5.4%）

その他、議会費、災害復旧費などその他、議会費、災害復旧費など　1億749万円（1.0%）　1億749万円（1.0%）

消防費消防費　2億9126万円（2.7%）　2億9126万円（2.7%）

庁内システム経費や防災庁内システム経費や防災
無線、バスの運行、選挙無線、バスの運行、選挙
費用など費用など

町債として町が借りたお町債として町が借りたお
金の返済など金の返済など

予防接種や検診、予防接種や検診、
診療所の運営など診療所の運営など
にかかるお金にかかるお金

道路や河川の維持道路や河川の維持
や整備、除雪にかや整備、除雪にか
かるお金かるお金

こども園や小・中学校、文化こども園や小・中学校、文化
交流センター、総合トレーニ交流センター、総合トレーニ
ングセンター（相撲場）の運ングセンター（相撲場）の運
営などにかかるお金営などにかかるお金

高齢者福祉や介護予防、障高齢者福祉や介護予防、障
がい者支援施設の運営などがい者支援施設の運営など
にかかるお金にかかるお金
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行革加速化DX事業行革加速化DX事業
町内事務パソコン等の機器借上料や情報関連の広域町内事務パソコン等の機器借上料や情報関連の広域
連合分担金など。連合分担金など。

農林業のDX推進農林業のDX推進
ドローンを活用した森林経営管理制度の森林境界明ドローンを活用した森林経営管理制度の森林境界明
確化に伴う調査など。確化に伴う調査など。

森林づくりに対する支援森林づくりに対する支援
森林経営計画に基づき実施する森林整備に対する町森林経営計画に基づき実施する森林整備に対する町
の補助金かさ上げ分。の補助金かさ上げ分。

生涯学習のDX推進生涯学習のDX推進
総合トレーニングセンターを拠点とした映像解析や総合トレーニングセンターを拠点とした映像解析や
体育施設予約システムなど。体育施設予約システムなど。

163
万円木の産業づくり木の産業づくり

木材産業拠点施設整備（新開黒川地区）をはじめ民木材産業拠点施設整備（新開黒川地区）をはじめ民
間との連携による旧上田小学校の活用、町有林及び間との連携による旧上田小学校の活用、町有林及び
民有林の安定的な確保に向けた林道整備など。民有林の安定的な確保に向けた林道整備など。

2億
8303
万円

4514
万円

森林造成事業森林造成事業
町有林の整備や事業体への補助金により町内の森林町有林の整備や事業体への補助金により町内の森林
整備。そのほか森林病害虫の被害拡大防除など。整備。そのほか森林病害虫の被害拡大防除など。

3267
万円

1056
万円

1800
万円

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声

　人口が減り財政が厳しさを増していく中で、行政
の効率化や経費の削減を図るため農林業分野をはじ
めさまざまな分野でDXの取り組みを推進する。ま
た、昨年度から主要事業に位置付けて実施している
木の産業づくりについては本年度、新開黒川地区に

原木乾燥土場を造成。７年度は旧上田小学校を木材
加工（内装材合板）施設として活用してもらうため
民間企業を誘致し、木材産業基盤を構築する。既存
の木質バイオマス供給拠点施設などをはじめ木材・
木工施設関係者を含む民間企業などとの連携が今後
一層望まれる。

高齢になり今までのように山に入って
境を確認することができなくなってき
ています。ドローンを使った航空写真
などによって境界が明確になることを
期待しています。

伐期のカラマツなど品質の良い木曽の
樹々。以前よりは良い市場環境感の
今、森林活用は地域にとって追い風。
合板工場は良案と思うが多角的注視も
必要だ。

境界の明確化を期待境界の明確化を期待

多角的注視も必要多角的注視も必要

議会の 点視
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好好
よしよし

文文
ふみふみ
さんさん

（福島）（福島）

DX事業DX事業とと木木のの産業づくり産業づくり
（デジタルトランスフォーメーション）（デジタルトランスフォーメーション）

令和7年度

注目事業
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結婚新生活支援結婚新生活支援
29歳以下60万円、30歳以上39歳以下30万円。29歳以下60万円、30歳以上39歳以下30万円。
（住宅取得費や家賃、リフォーム費用等）。（住宅取得費や家賃、リフォーム費用等）。

日義公民館多目的ホール改修日義公民館多目的ホール改修
避難所的な位置づけもあることから大型エアコンを避難所的な位置づけもあることから大型エアコンを
設置。そのほか床や壁の修理など。設置。そのほか床や壁の修理など。

小中学校修学旅行等への費用助成小中学校修学旅行等への費用助成
小中学生修学旅行助成、小学５年生社会見学及び新小中学生修学旅行助成、小学５年生社会見学及び新
居小夏季交流費助成。居小夏季交流費助成。

150
万円

2600
万円

1514
万円

教育施設の環境改善教育施設の環境改善
開田小、三岳小の空調設置工事。開田小、三岳小の空調設置工事。

1602
万円

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声

　今年は木曽町が誕生して20年の節目。合併時
13900人いた人口が昨年２月に１万人を割り込み現
在、9800人余りにまで減少した。町にとって人口問
題は喫緊の課題。人口減少対策として今まで子育て
支援や教育費用の補助など他の自治体以上の取り組

みを実施してきている。妊産婦・乳児への支援として
出産宿泊費及び交通費の助成なども新たに盛り込ん
だ。また、温暖化が進む中で教育環境の改善を図る
ため開田小、三岳小にエアコンを設置する。町の子
育てや教育施策を積極的にPRして若者世代を呼び込
む努力が欠かせない。

「地元での出産、里帰り出産ができな
くなるなんて」「過疎の町こそ手厚く
あって欲しい」と不安の声を聞きま
す。少子化の逆行に歯止めと思い請願
署名に一筆！

開田中学校は美しい景観と自然環境に
恵まれた場所にあります。統合後は、
木曽町中学生の夏の校舎としての利用
や地域の魅力づくり、子どもを増やす
ことなどにつなげてほしいと思います。

少子化の逆行に歯止めを少子化の逆行に歯止めを

統合後は夏の校舎としての利用を統合後は夏の校舎としての利用を

議会の 点視
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さんさん

（開田高原）（開田高原）

妊産婦・乳児への支援妊産婦・乳児への支援
妊産婦・乳児一般健診業務委託、出産宿泊費及び交妊産婦・乳児一般健診業務委託、出産宿泊費及び交
通費の助成など。通費の助成など。

1034
万円

中学校統合事業中学校統合事業
開田、日義用スクールバス購入及び閉校記念誌印刷開田、日義用スクールバス購入及び閉校記念誌印刷
代など。代など。

4596
万円

議会注目事業

子育子育てて支援支援とと教育教育令和7年度

注目事業

日義中とともに統合する開田中学校

三岳小学校
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議会の 点視
　町では人口減少対策の一環として移住・定住対策
にも力を入れてきている。そういう中で今年２月、
田舎暮らしや地方移住に感心のある人に向けた雑誌
『田舎暮らしの本』の住みたい田舎ランキング（人
口１万人未満のまちの部）で、木曽町が世代別の３

部門で１位に選ばれた。近年は移住者も増えてお
り、さまざまな移住・定住対策が徐々に効果を発揮
してきているものと考えられる。転入者が増えても
自然減（死亡が出生を上回る）のため、簡単には人
口増に結び付かないが、今後も引き続き今までの取
り組みを継続発展させていくことが求められる。

移住・定住移住・定住のの促進促進とと雇用創出雇用創出令和7年度

注目事業

やまゆり荘の改修やまゆり荘の改修
御嶽明神温泉やまゆり荘の大露天風呂の改修御嶽明神温泉やまゆり荘の大露天風呂の改修
（1000万円）及び浄化槽整備（1000万円）。（1000万円）及び浄化槽整備（1000万円）。

福島観光施設管理福島観光施設管理
二本木温泉の源泉配達用タンクローリー購入、大手二本木温泉の源泉配達用タンクローリー購入、大手
橋公衆トイレ解体、観光施設（公園、トイレなど）橋公衆トイレ解体、観光施設（公園、トイレなど）
の管理など。の管理など。

地域おこし協力隊の活動支援地域おこし協力隊の活動支援
地域おこし協力隊員への事業委託や活動補助金及び地域おこし協力隊員への事業委託や活動補助金及び
起業する隊員への補助。起業する隊員への補助。

スキー場等施設整備スキー場等施設整備
おんたけロープウェイのセンターハウス等解体及びおんたけロープウェイのセンターハウス等解体及び
同ロープウェイ、木曽福島スキー場の索道リニュー同ロープウェイ、木曽福島スキー場の索道リニュー
アル工事など。アル工事など。

空き家の活用整理空き家の活用整理
空き家活用（改修、片付け、解体、企業版）補助金空き家活用（改修、片付け、解体、企業版）補助金
の交付など。の交付など。

木造住宅建築、住宅リフォーム支援木造住宅建築、住宅リフォーム支援
木造住宅新築（５件分）の補助及び町リフォーム資木造住宅新築（５件分）の補助及び町リフォーム資
金補助（20万円×100件分）。金補助（20万円×100件分）。

2156
万円

2450
万円

2000
万円

3393
万円

2140
万円

2億
6572
万円

ま
ち
の
声

四季折々の御嶽山を望める温泉。開業
当時の賑わいを思い出します。風呂は
やまゆり荘と毎日入浴する山荘の方も
多くいます。今回の改修を楽しみにし
ています。

今回の改修が楽しみ今回の改修が楽しみ

田田
たた

中中
なかなか

芳芳
よしよし

江江
ええ
さんさん

（開田高原）（開田高原）

ま
ち
の
声

天然炭酸成分が豊富な温泉は血行を良
くし体に良いと聞いています。仕事帰
りに二本木のお湯につかり、夕食を済
ませてぐっすり休むと翌朝は良い目覚
めです。

天然炭酸成分が豊富で体に良い天然炭酸成分が豊富で体に良い

匿名希望匿名希望
（福島）（福島）

おんたけロープウェイセンターハウス

二本木温泉
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議会の 点視

議会注目事業

　かつて「災害は忘れたころにやって来る」と言
われた。ところが近年、暖冬や地球温暖化の影響
で「災害は毎年やって来る」ようになった。こうい
う状況下で、災害に備え命や財産を守ることは今ま
で以上に重要になってきている。そこで、新年度は

ハザードマップを作成するほか災害備蓄品なども購
入する。また、総合トレーニングセンターへ非常用
発電機を設置するほか、自然エネルギーの利活用に
も力を注ぐ。人口減少が続く中で、自分たちの地域
は自分たちで守るという意識が一層必要になってい
る。

地域地域のの安心・安全安心・安全とと自然エネルギー自然エネルギー令和7年度

注目事業

御嶽山麓周辺の環境整備御嶽山麓周辺の環境整備
三岳お祭り広場（太陽の丘公園）にある既存のト三岳お祭り広場（太陽の丘公園）にある既存のト
イレの解体及び新たな公衆トイレの新築（3123万イレの解体及び新たな公衆トイレの新築（3123万
円）、御嶽山登山道整備など。円）、御嶽山登山道整備など。

エネルギー重点加速化の推進エネルギー重点加速化の推進
太陽光発電設備、蓄電池導入補助をはじめ公共施設太陽光発電設備、蓄電池導入補助をはじめ公共施設
へのソーラーカーポート導入など。へのソーラーカーポート導入など。

宮ノ越宿周辺の環境整備宮ノ越宿周辺の環境整備
巾農産物販売所及び巴渕トイレ解体、義仲ふるさと巾農産物販売所及び巴渕トイレ解体、義仲ふるさと
広場トイレ改修など。広場トイレ改修など。

災害に備えた施設への対策災害に備えた施設への対策
災害時に避難所となることから総合トレーニングセ災害時に避難所となることから総合トレーニングセ
ンターに非常用発電機を設置。ンターに非常用発電機を設置。

災害対策の強化災害対策の強化
洪水ハザードマップ作成や住宅耐震改修補助、災害洪水ハザードマップ作成や住宅耐震改修補助、災害
備蓄品購入、防災士資格取得補助など。備蓄品購入、防災士資格取得補助など。

有害鳥獣への対応有害鳥獣への対応
有害鳥獣駆除奨励金や獣害防止対策業務委託、捕獲有害鳥獣駆除奨励金や獣害防止対策業務委託、捕獲
用備品購入など。用備品購入など。

1632
万円

2838
万円

4203
万円

7306
万円

1308
万円

4865
万円

ま
ち
の
声

宮ノ越宿周辺は義仲館や本陣、田中邸
などが整備されてきました。さらに観
光などのお客さんを気持ちよくお迎え
するために、トイレなどの整備はあり
がたいです。

観光客を迎えるために観光客を迎えるために

長長
ながなが

渡渡
たりたり

順順
じゅんじゅん

一一
いちいち
さんさん

（日義）（日義）

ま
ち
の
声

温暖化防止のために二酸化炭素の削
減は大切なことだと思います。自然エ
ネルギーへの置き換えは、これからも
進めていかなければならないと考えま
す。

二酸化炭素の削減大切二酸化炭素の削減大切

伊伊
いい

藤藤
とうとう

千千
ちち

利利
としとし
さんさん

（福島）（福島）

サルに荒らされたトウモロコシ畑
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議 案 審 議議 案 審 議質疑

令和３年の豪雨災害で木曽川の護岸が流失した上町地区令和３年の豪雨災害で木曽川の護岸が流失した上町地区

一
般
会
計
当
初
予
算

歳
入
歳
出

１
０
８
億
８
０
０
０
万
円

木
曽
町
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
８
億
８
０
０

０
万
円
と
定
め
る
も
の
。

議案の
内　容

総
務
課

洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
内
容
は

■問　
新
事
業
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託

料
の
内
容
は
。

■答　
水
防
法
に
よ
り
浸
水

想
定
区
域
の
新
た
な
指
定

が
あ
っ
た
場
合
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
住
民

に
周
知
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
令
和
4
年
に
木

曽
川
以
外
の
支
流
８
河
川

が
指
定
さ
れ
た
た
め
マ
ッ

プ
を
作
成
し
全
戸
配
布
す

る
。

■問　
防
災
計
画
の
見
直
し

改
定
の
状
況
は
。

■答　
県
で
は
地
震
防
災
対

策
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
策
定
を
踏
ま
え
、
防

災
計
画
を
見
直
し
て
い
る
。

今
後
、
町
の
計
画
に
も
反

映
し
防
災
会
議
に
計
画
案

を
諮
り
改
定
す
る
。

■問　
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
へ
の
移
行
に
つ
い

て
、
国
か
ら
の
補
助
金
で

全
て
賄
え
る
の
か
。
補
助

金
の
範
囲
内
で
や
っ
て
い

く
の
か
。

■答　
対
象
20
業
務
か
ら
漏

れ
る
水
道
業
務
関
係
シ
ス

テ
ム
統
合
な
ど
の
経
費
は

み
て
い
た
だ
け
な
い
。
中

間
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
対
象
外
部
分
は
町

負
担
と
な
る
。

企
画
財
政
課

北
海
道
美
瑛
町
と
の

食
材
交
流
事
業
と
は

■問　
日
本
で
最
も
美
し
い

村
連
合
に
加
盟
し
て
い
る

北
海
道
美
瑛
町
と
の
食
材

交
流
事
業
と
は
。

■答　
開
田
高
原
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
ス
ン
キ
、
美
瑛

町
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を

給
食
食
材
と
し
て
交
換
し

な
が
ら
Ｐ
Ｒ
も
含
め
取
り

組
み
た
い
。

■問　
新
事
業
の
レ
ゴ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
地
域
の
人

を
巻
き
込
み
な
が
ら
交
流

促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。
子
ど

も
た
ち
の
対
象
年
齢
は
。

■答　
今
ま
で
６
年
か
け
て

人
口
分
析
調
査
を
し
て
き

た
。
分
析
だ
け
で
終
わ
ら

せ
ず
継
続
し
て
み
ん
な
で

考
え
る
こ
と
が
大
事
で
、

一
つ
の
方
法
と
し
て
レ
ゴ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
新
年

度
に
取
り
入
れ
る
。
小
学

４
年
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん

な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
る
か
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
。
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お
り
、
令
和
７
年
度
は
現

在
の
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の

内
部
解
体
を
８
月
か
ら
11

月
、
令
和
８
年
度
に
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
の
外
部
の
解

体
と
周
辺
の
従
業
員
宿
舎

の
解
体
と
外
構
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

■問　
木
曽
福
島
ス
キ
ー
場

と
お
ん
た
け
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
の
索
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
内
容
は
。

■答　
木
曽
福
島
ス
キ
ー
場

は
第
一
ト
リ
プ
ル
リ
フ
ト

の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
交

換
と
制
御
装
置
の
更
新
で

あ
る
。
お
ん
た
け
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
は
支
柱
の
第
19
か

ら
24
号
の
交
換
と
山
頂
駅

舎
の
手
す
り
を
設
置
す
る
。

三
岳
、
木
・
金
曜
日
を
日

義
で
診
療
す
る
。
ま
た
、

木
曽
病
院
か
ら
の
派
遣
医

師
に
よ
る
月
１
回
の
診
療

も
見
込
ん
で
い
る
。

建
設
農
林
課

都
市
計
画
の
内
容
は

■問　
新
規
事
業
で
都
市
計

画
の
一
般
経
費
の
内
容
は
。

■答　
立
地
適
正
化
計
画
を

国
の
社
会
資
本
総
合
交
付

金
を
活
用
し
て
７
年
度
と

８
年
度
に
か
け
て
調
査
す

る
。

■問　
幹
線
道
路
で
も
舗
装

が
悪
い
の
で
修
繕
の
要
望

事
項
が
か
な
り
出
て
い
る
。

大
き
な
舗
装
改
修
は
本
庁

の
建
設
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

■問　
地
域
資
源
研
究
所
と

し
て
乳
酸
菌
の
新
商
品
開

発
や
産
業
の
活
性
化
な
ど
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

■答　
新
年
度
か
ら
所
長
の

滞
在
が
増
え
る
た
め
一
緒

に
企
業
訪
問
を
し
な
が
ら

商
品
作
り
を
進
め
た
い
。

■問　
現
地
決
済
型
の
ふ
る

さ
と
納
税
導
入
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
は
。

■答　
返
礼
品
の
数
の
伸
び

が
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

ゴ
ル
フ
場
や
宿
泊
施
設
に

来
て
い
た
だ
き
納
税
し
て

も
ら
う
こ
と
を
進
め
て
い

き
た
い
。

■問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
新
年
度
半
数
に
な
る
が

理
由
は
。

■答　
現
在
11
名
だ
が
３
月

末
７
名
、
６
月
に
１
名
の

任
期
満
了
者
が
お
り
、
新

年
度
は
１
名
募
集
す
る
。

■問　
今
ま
で
委
託
型
の
採

用
だ
っ
た
が
委
託
型
の
見

直
し
か
他
の
理
由
か
。

■答　
委
託
型
は
個
人
の
事

業
を
優
先
さ
せ
て
い
た
が
、

今
後
は
林
業
関
係
な
ど
政

策
の
情
報
発
信
や
地
域
活

性
化
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。町

民
課

教
員
住
宅
の
活
用
は

■問　
児
童
生
徒
数
も
減
り

教
職
員
も
減
少
す
る
が
余

剰
に
な
る
教
員
住
宅
の
活

用
は
。

■答　
今
後
、
余
剰
す
る
教

員
住
宅
は
、
関
係
団
体
と

賃
貸
住
宅
な
ど
で
活
用
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

■問　
教
員
住
宅
の
数
は
。

■答　
44
棟
68
戸
中
47
戸
に

入
居
し
て
い
る
。

■問　
公
営
住
宅
に
改
修
が

必
要
な
空
き
部
屋
が
あ
る

が
住
宅
改
修
事
業
を
充
て

る
の
か
。

■答　
湿
気
の
問
題
で
使
用

で
き
な
い
部
屋
が
複
数
あ

る
。
今
回
の
予
算
に
計
上

し
て
い
な
い
が
、
令
和
６

年
度
補
正
予
算
で
試
験
的

に
１
戸
を
改
修
し
良
好
で

あ
れ
ば
他
も
検
討
し
た
い
。

保
健
福
祉
課

出
産
宿
泊
費
助
成

と
は

■問　
母
子
保
健
事
業
の
出

産
宿
泊
費
等
助
成
金
の
説

明
を
。

■答　
妊
産
婦
支
援
と
し
、

木
曽
町
に
住
所
が
あ
る
妊

婦
に
対
す
る
遠
方
の
分
娩

施
設
を
利
用
す
る
際
の
交

通
費
等
の
支
援
で
あ
る
。

（
移
動
に
要
し
た
往
復
分

の
交
通
費
の
８
割
を
助

成
）。

■問　
み
た
け
・
ひ
よ
し
両

診
療
所
で
常
勤
す
る
医
師

の
体
制
は
。

■答　
医
師
は
、
み
た
け
診

療
所
に
あ
る
医
師
住
宅
に

居
住
し
、
町
職
員
と
し
て

勤
務
す
る
。

　

月
曜
日
か
ら
水
曜
日
が

■答　
道
路
の
状
況
は
経
年

劣
化
等
も
あ
り
、
車
両
損

害
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

路
盤
自
体
が
非
常
に
悪

い
状
況
も
あ
り
、
予
算
の

５
１
０
０
万
円
は
各
地
区

の
管
内
で
条
件
の
悪
い
と

こ
ろ
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

財
政
部
局
と
現
地
調
査
し

な
が
ら
予
算
を
立
て
た
。

今
後
も
リ
ス
ト
を
把
握
し

て
各
地
区
か
ら
要
望
を
見

な
が
ら
徐
々
に
整
備
し
て

い
き
た
い
。

■問　
支
所
の
職
員
が
穴
埋

め
な
ど
し
て
い
る
が
、
間

に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
は
集

中
し
て
補
修
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
。

■答　
予
算
の
関
連
付
け
は

当
課
が
集
約
し
可
能
な
限

り
実
施
し
た
い
。

観
光
商
工
課

索
道
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
と
は

■問　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
解
体
と

外
構
工
事
１
億
６
２
８
２

万
円
の
内
容
は
。

■答　
２
か
年
を
予
定
し
て

支柱交換などが行われるおんたけロープウェイ支柱交換などが行われるおんたけロープウェイ

医師が居住する三岳診療所医師が居住する三岳診療所

イベントで特産品を販売する協力隊員イベントで特産品を販売する協力隊員

議案審議
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浴
槽
な
ど
の
場
所
は
ど
う

使
わ
れ
る
の
か
。

■答　
指
定
管
理
会
社
と
ラ

ボ
で
協
議
し
て
決
定
し
て

い
く
。

■問　
御
嶽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
「
さ
と
テ
ラ
ス
三

岳
」
が
直
営
と
な
っ
た
経

緯
は
。

■答　
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
道
の

駅
、
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
、

噴
火
研
究
所
の
連
携
を
模

索
す
る
た
め
１
年
間
の
検

討
期
間
を
設
け
た
。

環
境
水
道
課

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
は

■問　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
事
業
は
ど
う
進
め
ら
れ

る
の
か
。

■答　
補
助
金
を
多
く
す
れ

ば
事
業
が
進
む
わ
け
で
は

な
い
の
で
市
場
調
査
、
木

推
協
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
Ｐ
Ｒ
も
充
実
さ
せ

事
業
を
進
め
る
。

■問　
福
島
観
光
施
設
整
備

事
業
で
施
設
備
品
購
入
の

源
泉
配
達
用
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
車
購
入
１
１
７
０
万

円
に
補
助
金
は
出
る
の
か
。

■答　
過
疎
債
の
活
用
で
対

応
す
る
。

支　

所

や
ま
ゆ
り
荘

３
８
０
０
万
円
の
内
容
は

■問　
御
嶽
明
神
温
泉
や
ま

ゆ
り
荘
の
３
８
０
０
万
円

の
内
容
は
。

■答　
２
０
０
０
万
円
は
浄

化
槽
及
び
大
露
天
風
呂
の

修
繕
。
１
８
０
０
万
円
は

指
定
管
理
料
で
３
年
間
支

出
。

■問　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ラ
ボ
で

使
用
し
て
い
る
大
広
間
や

子
育
て
教
育
課

開
校
時
に
校
歌

間
に
合
う
か

■問　
中
学
校
統
合
に
あ
た

り
、
校
歌
を
作
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
開
校
時
に
間
に

合
う
の
か
。

■答　
令
和
５
年
か
ら
校
歌

部
会
を
立
上
げ
進
め
て
お

り
、
お
お
む
ね
夏
休
み
明

け
ぐ
ら
い
に
形
に
し
て
い

く
。
練
習
時
間
も
作
り
つ

つ
、
８
年
４
月
に
は
新
し

い
校
歌
が
歌
え
る
よ
う
に

進
め
て
い
る
。
そ
の
他
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
組
織
や
教
材
の
内
容
、

生
徒
間
の
交
流
に
つ
い
て

も
詰
め
の
段
階
に
入
っ
て

い
る
。

■問　
文
科
省
に
は
学
校
の

大
規
模
改
造
の
整
備
資
金

に
充
て
る
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
が
あ
る
。
整

備
の
た
め
活
用
し
て
は
。

■答　
交
付
金
、
補
助
金
を

確
保
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
付
け
て
施
設
整
備
を
進

め
て
い
く
。
三
岳
小
学
校

で
は
本
年
よ
り
１
―
２
年

が
複
式
学
級
と
な
っ
て
い

る
。
開
田
小
学
校
で
は
来

年
度
よ
り
１
―
２
年
、
３

―
４
年
が
複
式
学
級
と
な

る
。
利
用
す
る
教
室
も
限

ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る

の
で
優
先
順
位
を
付
け
整

備
し
て
い
き
た
い
。

■問　
民
間
の
資
格
で
は
あ

る
が
防
災
士
の
方
が
町
に

は
31
名
い
る
。
町
内
各
所

に
あ
る
避
難
所
の
運
営
に

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い

た
ら
ど
う
か
。

■答　
木
曽
福
島
地
域
で
は

防
災
士
委
員
会
が
発
足
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
内
容

の
検
討
も
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
町
も
連
携
し
進
め

て
い
き
た
い
。

■問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
事
業
の

６
０
０
万
円
の
内
容
は
。

■答　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
委
託
費

と
主
に
教
職
員
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
委
託
費

で
２
つ
の
委
託
に
な
る
。

音
楽
祭
に
福
島
以

外
の
参
加
促
進
を

■問　
木
曽
音
楽
祭
に
関
し

て
、
も
っ
と
福
島
地
域
以

外
の
方
の
参
加
を
促
せ
な

い
か
。

■答　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
新

し
く
な
り
、
地
元
の
方
々

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
組
み
を
行
っ

て
き
て
い
る
。

■問　
温
水
プ
ー
ル
の
指
定

管
理
料
が
４
３
０
０
万
円

と
高
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

指
定
管
理
者
と
は
金
額
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
の
か
。

■答　
話
し
合
い
は
行
わ
れ

て
お
り
、
物
価
の
高
騰
や

人
件
費
、
燃
料
費
等
の
高

騰
を
鑑
み
指
定
管
理
料
を

上
げ
た
。
学
校
プ
ー
ル
と

し
て
の
役
割
も
あ
る
が
、

も
っ
と
多
く
の
方
の
利
用

を
進
め
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
活
用
は

■問　
特
別
交
付
税
等
で
購

入
す
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

■答　
19
号
沿
い
で
設
置
し

や
す
い
木
曽
町
相
撲
場
を

想
定
し
て
い
る
。
移
送
に

経
費
も
か
か
る
た
め
、
平

時
に
移
動
し
て
の
活
用
は

難
し
い
。
相
撲
大
会
等
で

広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

利
用
い
た
だ
き
な
が
ら
広

報
等
で
周
知
し
て
い
き
た

い
。

より多くの利用が望まれる温水プールより多くの利用が望まれる温水プール

今後、複式学級が予定される開田小学校今後、複式学級が予定される開田小学校

老朽化した二本木温泉の老朽化した二本木温泉の
源泉運搬用タンクローリー車源泉運搬用タンクローリー車
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木
曽
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

木
曽
町
相
撲
場
本
土
俵
改
修
工
事

木
曽
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

木
曽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
改
正

工
事
請
負
契
約

補
償
基
礎
額
の
最
低
額
９
７
０
０
円

選
手
入
場
口
の
勾
配
変
更
２
３
９
万
円

年
数
を
30
年
か
ら

35
年
以
上
に
引
き
上
げ

協
議
会
か
ら
の
答
申
受
け
税
率
を
改
正

木
曽
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
、
最
低
額

９
１
０
０
円
を
９
７
０
０
円
に
改
め
る

も
の
。
そ
の
ほ
か
別
表
の
通
り
改
定
す

る
。
施
行
期
日
は
令
和
７
年
４
月
１
日
。

議案の
内　容

本
土
俵
に
４
か
所
あ
る
選
手
入
場
口
に

つ
い
て
、
勾
配
が
き
つ
い
た
め
緩
や
か

に
す
る
た
め
の
工
事
増
額
分
。

契
約
変
更
額　

２
億
１
４
６
９
万
円

（
変
更
前
額
２
億
１
２
３
０
万
円
）

契
約
相
手　

 

吉
川
・
尾
崎
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

議案の
内　容

消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
に
つ
い
て
、

勤
務
年
数
を
30
年
以
上
か
ら
35
年
以
上

に
引
き
上
げ
る
も
の
。
詳
細
は
別
表
の

通
り
。
施
行
期
日
は
令
和
７
年
４
月
１

日
。

議案の
内　容

木
曽
町
国
民
健
康
保
険
事
業
に
関
す
る

協
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
別
表
の

通
り
税
率
を
改
正
す
る
も
の
。
施
行
期

日
は
令
和
７
年
４
月
１
日
。

議案の
内　容

階級 団長 副団長
（本部長） 分団長 副分団長 部長

班長
副班長
団員

勤
続
年
数

31年 999 929 869 829 754 709
32年 1,019 949 889 849 774 729
33年 1,039 969 909 869 794 749
34年 1,059 989 929 889 814 769
35年
以上 1,079 1,009 949 909 834 789

⑴医療分
区　分 改正後 現　行
所得割 5.9％ 5.8%
均等割 21,500 円 21,000 円
平等割 21,500 円 21,000 円

⑵後期高齢者支援金分
区　分 改正後 現　行
所得割 2.5％ 2.4%
均等割 9,500 円 9,000 円
平等割 8,500 円 8,000 円

⑶介護納付金分
区　分 改正後 現　行
所得割 2.25％ 2.2%
均等割 9,500 円 9,000 円
平等割 7,400 円 7,000 円

木曽町非常勤消防団員に係る退職報償金木曽町非常勤消防団員に係る退職報償金

木曽町国民健康保険税条例木曽町国民健康保険税条例

階級
勤務年数

10年未満 10年以上
20年未満 20年以上

団長及び副団長 12,900
（12,500）

13,700
（13,350）

14,500
（14,200）

分団長及び
副分団長

11,300
（10,800）

12,100
（11,650）

12,900
（12,500）

班長及び団員 9,700
（9,100）

10,500
（9,950）

11,300
（10,800）

木曽町消防団員等公務災害補償条例木曽町消防団員等公務災害補償条例

備考：（　）内書は現行の補償基礎額備考：（　）内書は現行の補償基礎額

（単位：円）（単位：円）

（単位：千円）（単位：千円）

分列行進に参加した消防車両分列行進に参加した消防車両

議案審議
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上
田
小
学
校
校
舎
等
を
無
償
譲
渡

木
曽
駒
森
林
公
園
及
び
木
曽
駒
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

財
産
無
償
譲
渡

指
定
管
理
者
の
指
定

報　
　

告

無
償
譲
渡
の
相
手
は
㈱
ツ
ミ
カ
サ
ネ

㈱TREE RIN
G

に
決
定

ア
ス
モ
グ
ル
ー
プ
㈱
へ
の

債
権
を
放
棄

上
田
小
学
校
の
校
舎
（
管
理
棟
、
校
舎

棟
、
体
育
館
、
給
食
室
な
ど
）
及
び
職

員
宿
舎
に
つ
い
て
、
無
償
で
㈱
ツ
ミ
カ

サ
ネ
に
譲
渡
す
る
も
の
。
同
社
は
建
物

を
改
修
し
て
、
内
装
材
合
板
工
場
と
し

て
使
用
す
る
予
定
。

議案の
内　容

木
曽
町
ス
キ
ー
場
等
運
営
基
金
管
理
規

程
に
よ
る
貸
付
金
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
１
月
15
日
付
け
で
裁
判
所
の
破
産
免

責
決
定
が
な
さ
れ
、
債
権
を
回
収
す
る

見
込
み
が
な
い
た
め
放
棄
す
る
も
の
。

債
務
者　

ア
ス
モ
グ
ル
ー
プ
㈱

放
棄
し
た
債
権
の
額　
　

３
億
１
８
６
８
万
円
（
こ
の
う
ち
１
億

８
１
０
０
万
円
は
、
も
と
も
と
ア
ス
モ

が
所
有
し
て
い
た
資
金
で
す
）

議案の
内　容

全
予
約
制
に
し
て
有
料
で

運
営
し
た
い
と
回
答
が
あ

り
選
定
時
の
評
価
に
つ
な

が
っ
た
。

■問　
選
定
に
至
ら
な
か
っ

た
二
者
と
の
連
携
等
は
考

え
て
い
る
か
。

■答　
連
携
や
雇
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
返
答

で
あ
る
。
自
然
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
、
地
元
雇
用

を
図
る
こ
と
、
ま
た
地
元

内装材合板工場として活用される上田小学校校舎など内装材合板工場として活用される上田小学校校舎など

㈱TREE RINGが指定管理者になる木曽駒森林公園㈱TREE RINGが指定管理者になる木曽駒森林公園

教
師
用
教
材
・
生
徒
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等

物
品
購
入
契
約

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど

７
１
７
万
円

教
科
書
の
改
訂
に
伴
い
教
師
用
指
導
書

や
指
導
教
材
、
生
徒
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
購
入
す
る
も
の
。

契
約
金
額　

７
１
７
万
円

契
約
相
手　

㈲
や
ま
路
書
店

契
約
方
法　

随
意
契
約　

議案の
内　容

■問　
三
者
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
。
選
定
に
至
っ
た

評
価
は
何
か
。

■答　
町
か
ら
の
投
資
を
必

要
と
し
な
い
、
老
朽
化
し

た
施
設
も
自
分
た
ち
で
改

修
す
る
と
い
う
点
が
評
価

さ
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
最
大

限
に
活
用
し
た
認
知
度
の

向
上
・
誘
客
や
、
教
育
機

関
と
の
連
携
で
環
境
学
習

や
体
験
学
習
の
場
と
し
て

活
用
す
る
予
定
が
す
で
に

あ
る
点
も
選
定
の
ポ
イ
ン

ト
。
自
然
豊
か
な
森
林
公

園
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
発

展
可
能
性
）
が
非
常
に
高

い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
審
査
委
員
の
大
多
数

の
意
見
に
よ
っ
て
こ
の
業

者
に
決
定
し
た
。

■問　
自
然
環
境
を
守
る
た

め
に
も
利
用
料
は
有
料
に

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

■答　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
条
例
に
あ
る
通
り
完
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御
嶽
明
神
温
泉
や
ま
ゆ
り
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定

豊
実
精
工
㈱
に
決
定

■問　
豊
実
精
工
は
下
呂
市

小
坂
町
で
日
帰
り
温
泉

「
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
」
を

経
営
し
て
い
る
。
土
日
と

祝
日
の
み
の
営
業
と
聞
い

て
い
る
が
、
や
ま
ゆ
り
荘

も
そ
う
な
ら
な
い
か
心
配

し
て
い
る
住
民
も
い
る
が
。

■答　
施
設
の
老
朽
化
や
湯

量
の
減
少
、
近
隣
に
日
帰

り
温
泉
が
増
え
た
こ
と
、

マ
イ
ア
ス
キ
ー
場
の
入
込

が
減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
入
浴
客
が
減
っ
て

い
る
。
毎
年
入
湯
税
を
差

し
引
い
て
も
３
０
０
０
万

円
余
り
の
税
金
を
投
入
し

て
い
る
現
状
で
は
、
温
泉

を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
一

番
と
考
え
て
い
る
。

■問　
食
堂
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
入
浴
料
は
今

ま
で
通
り
町
民
割
引
の
よ

う
な
制
度
が
維
持
さ
れ
る

の
か
。

■答　
食
と
温
泉
は
セ
ッ
ト

と
い
う
考
え
な
の
で
、
食

堂
は
継
続
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

入
浴
料
も
今
の
と
こ
ろ
現

状
の
ま
ま
だ
と
思
わ
れ
る
。

事
業
者
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
を
結
果
通
知
に
付
記

し
た
。

■問　
自
然
豊
か
な
木
曽
駒

高
原
の
環
境
や
景
観
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
地
域
住
民
と
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
と
る
こ
と

を
し
っ
か
り
伝
え
て
ほ
し

い
。

■答　
地
元
説
明
会
を
開
く

よ
う
に
促
す
な
ど
、
そ
う

い
う
懸
念
を
し
っ
か
り
伝

え
た
い
。

■問　
審
査
委
員
が
選
定
す

る
際
に
町
と
し
て
の
ル
ー

ル
を
検
討
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

■答　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■問　
地
元
の
企
業
や
団
体

か
ら
陳
情
も
出
さ
れ
て
い

る
が
治
安
の
悪
化
、
閑
静

な
環
境
の
喪
失
、
水
質
汚

染
が
心
配
さ
れ
る
。
直
営

に
し
て
１
年
間
委
託
し
て

は
ど
う
か
。

■答　
指
定
管
理
者
と
し
て

募
集
・
選
定
し
た
の
で
指

定
管
理
と
す
る
。
指
定
管

理
は
民
間
経
営
に
任
せ
る

も
の
で
条
例
の
範
囲
内
で

町の指定管理施設等一覧
　３月会議で町の指定管理施設のうち令和７年度に新規及び更新するものは次の通りです。
　指定管理期間：３年間（令和７年４月１日～令和10年３月31日）（注）★は５年間（～令和12年3月31日）

　町の指定管理施設は昨年12月の17件に今回の８件が加わり25件になります。なお、御嶽山ビジターセン
ター（さとテラス三岳）は、７年度は直営になります。

名　　　称 指定管理団体
木曽町障がい者支援施設 木曽町地域活動支援センター 社会福祉法人木曽町社会福祉協議会　会長　邑上　豊美　
駅前駐車場、上塩渕駐車場、万郡駐車場、
旭橋横駐車場、上町駐車場、大手町駐車場 一般社団法人木曽おんたけ観光局　代表理事　三邨　佳之

広小路プラザ 同　上　　　　　　　　　
★ヤボラ１号館 古岩井フードサービス　代表　古岩井 誠
義仲顕彰館 ふるさと広場 ㈱日義特産　代表取締役　海老澤 将
木曽駒森林公園 木曽駒オートキャンプ場 ㈱TREE RING　代表取締役　井口　智明
御嶽明神温泉やまゆり荘 豊実精工㈱　代表取締役　今泉由紀雄
★木曽町温水プール ㈱フクシ・エンタープライズ　代表取締役　福士　朝尋

玄関の右手にあるやまゆり荘の食堂玄関の右手にあるやまゆり荘の食堂

炭酸性水素塩泉で茶色くなったやまゆり荘の内湯炭酸性水素塩泉で茶色くなったやまゆり荘の内湯

議案審議

経
営
す
る
以
上
、
町
が
経

営
を
縛
る
も
の
で
は
な
い
。

心
配
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
認
め
ら
れ
れ
ば
し
っ
か

り
と
注
意
・
指
導
し
て
い

き
た
い
。
懸
念
が
あ
る
こ

と
は
事
業
者
に
伝
え
た
い
。

な
お
、
既
に
町
の
経
済
・

雇
用
等
に
貢
献
し
て
い
る

事
業
者
で
あ
る
と
評
価
し

て
い
る
。

■問　
住
民
説
明
会
、
水
質

検
査
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
、
町
か
ら

の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

は
契
約
の
打
切
り
等
を
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

■答　
事
業
者
が
説
明
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
水
質

検
査
は
必
要
に
応
じ
て
実

施
し
て
い
く
。
３
年
後
の

選
定
委
員
会
で
は
現
在
の

指
針
を
し
っ
か
り
と
ル
ー

ル
化
し
て
選
定
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。
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辞　

職

橘
議
員
が
辞
職

　

橘
由
香
里
議
員
（
62
歳
・
福
島
）
が
３
月
３
日
、
千
村
孝

男
議
長
に
辞
職
願
を
提
出
し
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

橘
議
員
は
令
和
５
年
12
月
か
ら
今
日
ま
で
、
体
調
不
良
を

理
由
に
議
会
を
欠
席
し
て
い
ま
し
た
。
辞
職
理
由
は
一
身
上

の
都
合
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

橘
議
員
は
平
成
17
年
11
月
に
初
当
選
し
、
現
在
３
期
目
で

し
た
。

　

同
議
員
の
辞
職
に
よ
り
木
曽
町
議
会
議
員
（
定
数
12
）
は

10
人
に
な
り
ま
す
が
、
欠
員
が
６
分
の
１
を
超
え
な
い
（
３

人
に
な
ら
な
い
）
た
め
補
欠
選
挙
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

人
権
擁
護
委
員
に
浦う

ら

島し
ま 

公き
み

登と

氏

人
権
擁
護
委
員
の
任
命

同　
　
　

意人
権
擁
護
委
員
に
浦
島
公
登
氏
（
開
田

高
原
）
を
推
薦
す
る
も
の
。　

　

任
期
は
令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
10
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
。

議案の
内　容

浦
うら

島
しま

 公
きみ

登
と

氏
（開田高原）

請　
　

願

「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
意
見
書
」
採
択
を
求

め
る
請
願

請
願
の
内
容

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
な
ど
学
校
の
働
き
方
改
革
推
進

提
出
者　

木
曽
町
教
職
員
組
合　

和
田
泰
斗

紹
介
議
員　

原
田
徹
哉

付
託
委
員
会　

社
会
文
教
常
任
委
員
会

審
査
結
果　

採
択
（
全
会
一
致
）

中
村
博
道
議
員
が
全
国
議
長
会
表
彰

　

中
村
博
道
議
員
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
振
興
と
発
展

に
寄
与
さ
れ
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
て
こ
の
た
び
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
平
成
21
年
11
月
に
初
当
選
以
来
今
日
ま
で
15

年
以
上
在
職
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
副
議
長
を
は
じ
め
議
会
改
革
特
別
委
員
長
な
ど
を

務
め
て
い
ま
す
。

表彰状を手にする中村博道議員表彰状を手にする中村博道議員

発　
　

議

発
議
の
内
容

　

持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
意
見
書
の
提
出

提
出
先　

文
部
科
学
大
臣
ほ
か

発
議
の
内
容

　
木
曽
町
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

改
正
事
由　

法
律
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

施
行
期
日　

令
和
７
年
４
月
１
日

発
議
の
内
容

　

県
立
木
曽
病
院
で
の
分
娩
継
続
及
び
麻
酔
科
医
・
産
科
医

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

提
出
先　

長
野
県
知
事
、
長
野
県
議
会
議
長
ほ
か

麻酔科医や産科医の確保が求められている県立木曽病院麻酔科医や産科医の確保が求められている県立木曽病院
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

国
費
補
助
の
内
容
は

正
し
い
周
知
も
欠
か
せ
な

い
。
町
と
し
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

該
当
者

へ
は
個
別
通
知
と
役
場
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
、
任

意
接
種
の
方
へ
は
役
場
だ

よ
り
や
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
や

厚
労
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

も
活
用
し
た
い
。

※ 

そ
の
ほ
か
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
計
画
な

ど
質
問
し
た
。

■問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
厚
労
省
専
門
部
会

で
、
国
の
公
費
で
補
助
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、

内
容
は
。

保
健
福
祉
課
長　

予
防
接

種
法
に
基
づ
く
接
種
費
用

を
公
費
で
補
助
す
る
方
針

を
決
め
た
。
65
歳
の
人
と

経
過
措
置
と
し
て
70
歳
か

ら
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人

が
対
象
。
令
和
７
年
度
に

限
り
１
０
０
歳
以
上
の
方

は
全
員
対
象
と
な
る
。

■問　
実
施
主
体
は
町
だ
が
、

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

対
象
者

向
け
通
知
の
発
送
と
、
町

内
医
療
機
関
と
の
契
約
な

ど
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■問　
接
種
費
用
に
つ
い
て
、

当
町
に
お
け
る
助
成
額
と

自
己
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

保
健
福
祉
課
長　

生
ワ
ク

チ
ン
は
１
回
接
種
で
助
成

額
が
４
０
０
０
円
で
、
自

己
負
担
が
５
０
０
０
円
前

後
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は

２
回
接
種
で
１
回
当
た
り

の
助
成
額
が
１
万
円
で
自

己
負
担
は
１
万
２
０
０
０

円
前
後
と
な
る
。

■問　
50
歳
以
上
の
方
が
罹

患
す
る
割
合
が
高
く
、
全

国
的
に
助
成
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
当
町
で

の
対
象
年
齢
の
追
加
と
、

ま
た
町
単
独
で
の
自
己
負

担
額
軽
減
の
考
え
は
あ
る

か
。

保
健
福
祉
課
長　

今
回
の

対
象
と
な
ら
な
い
50
〜
64

歳
及
び
65
歳
以
上
で
接
種

年
齢
に
該
当
し
な
い
方
へ

も
費
用
の
一
部
を
償
還
払

い
で
補
助
す
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
額
の

軽
減
は
財
政
的
な
こ
と
も

あ
り
検
討
す
る
。

■問　
ワ
ク
チ
ン
や
病
状
の

65
歳
と
70
歳
か
ら
５
歳
刻
み

保
健
福
祉
課
長

一般質問 ９人が町政を問う

中村　博保 議員 中村　博保 議員      Ｐ15 Ｐ15
•帯状疱疹ワクチン•帯状疱疹ワクチン
••GIGAスクール構想の下で整備された端末の更新GIGAスクール構想の下で整備された端末の更新
大目　富美雄 議員 大目　富美雄 議員      Ｐ16 Ｐ16
•星空を生かしたまちづくり•星空を生かしたまちづくり
藤田　昌弘 議員 藤田　昌弘 議員      Ｐ16 Ｐ16
•人口減少における関係人口に対する町の考え•人口減少における関係人口に対する町の考え
中村　博道 議員 中村　博道 議員      Ｐ17 Ｐ17
•住民の足確保と持続可能な地域づくり•住民の足確保と持続可能な地域づくり
•「戦後80年」町として記念事業の開催•「戦後80年」町として記念事業の開催
栩本　力 議員 栩本　力 議員      Ｐ17 Ｐ17
••下水道及び簡易水道事業公営企業会計移行に伴う課題下水道及び簡易水道事業公営企業会計移行に伴う課題
•行政機構•行政機構

下島　里美 下島　里美 議員  議員     Ｐ18 Ｐ18
•障がい者支援施設の運営等•障がい者支援施設の運営等
•上田小及び周辺地域の状況説明•上田小及び周辺地域の状況説明
•大手町駐車場の料金•大手町駐車場の料金
松井　淳一 議員 松井　淳一 議員      Ｐ18 Ｐ18
•木曽町の観光振興•木曽町の観光振興
上田　とめ子 議員 上田　とめ子 議員      Ｐ19 Ｐ19
•地域計画の諸問題•地域計画の諸問題
•水田活用直接支払交付金•水田活用直接支払交付金
原田　徹哉 議員 原田　徹哉 議員      Ｐ19 Ｐ19
•相続登記•相続登記
•空き家•空き家

一般質問通告要旨
一般質問は、町政のあらゆる課題について町長や教育長、担当課長に質問する場であり町政チェックや政策提案
など、町政のより良い発展に向けて行う議員の重要な活動です。
年４回の定例会に行われ、事前に質問の通告が必要です。議員の質問持ち時間は30分に制限され、１問１答方
式で質疑応答が行われます。
この欄は質問者が提出した原稿を掲載しています。

中
なか

村
むら

  博
ひろ

保
やす

質問者の動画が見られます
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大
おお

目
め

  富
ふ

美
み

雄
お

星
空
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

イ
ア
ス
キ
ー
場
な
ど
５
か

所
の
予
備
調
査
を
実
施
し

た
。
星
空
保
護
区
に
は
５

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る

が
、
木
曽
馬
の
里
エ
リ
ア

は
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
・
パ
ー

ク
と
し
て
認
定
の
可
能
性

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

■問　
今
後
、
住
民
理
解
な

ど
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

開
田
支
所
長　

星
空
保
護

区
を
意
義
深
い
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
住
民
意
識

と
関
係
団
体
と
の
連
携
が

肝
要
。
星
空
を
保
護
す
る

気
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

■問　
美
し
い
星
空
は
町
の

大
き
な
資
源
。
こ
れ
ら
を

生
か
し
た
観
光
振
興
や
教

育
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
で
は
。

町
長　

大
き
な
温
泉
地
帯

が
あ
る
阿
智
村
の
よ
う
に

行
う
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
後
の
課
題

と
し
て
検
討
し
た
い
。

■問　
住
民
か
ら
の
寄
付
を

も
と
に
し
て
光
害
対
策
型

防
犯
灯
に
交
換
し
た
も
の

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

開
田
支
所
長　

80
万
円
の

寄
付
と
県
補
助
金
を
活
用

し
て
令
和
４
年
度
40
基
、

５
年
度
53
基
を
光
害
対
策

型
に
交
換
し
た
。

■問　
星
空
の
世
界
遺
産
と

も
言
わ
れ
て
い
る
星
空
保

護
区
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

開
田
支
所
長　

美
し
い
星

空
を
保
全
す
る
た
め
、
世

界
基
準
で
評
価
す
る
国
際

的
な
認
定
制
度
。
本
部
は

米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
あ
る
。

　

現
在
、
国
内
で
は
福
井

県
大
野
市
南
六
呂
師
な
ど

４
か
所
が
認
定
さ
れ
て
い

る
。

■問　
星
空
保
護
区
に
認
定

さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
や
課
題
が
あ
る
の

か
。

開
田
支
所
長　

宿
泊
を
伴

う
滞
在
型
観
光
や
他
の
観

光
地
と
の
差
別
化
、
景
観

を
守
る
た
め
住
民
意
識
の

高
揚
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

　

反
面
、
照
明
設
備
の
改

修
や
定
期
的
な
明
る
さ
の

数
値
測
定
、
英
語
に
よ
る

年
次
報
告
書
の
作
成
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。

■問　
開
田
高
原
で
は
昨
年
、

一
般
社
団
法
人
星
空
保
護

推
進
機
構
に
よ
る
予
備
調

査
が
行
わ
れ
た
が
、
認
定

の
可
能
性
は
あ
る
か
。

開
田
支
所
長　

今
回
、
マ

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い

町
長

質問者の動画が見られます

光害を抑制し美しい星空を光害を抑制し美しい星空を
保全するための光害対策型防犯灯保全するための光害対策型防犯灯

質問者の動画が見られます

藤
ふじ

田
た

  昌
まさ

弘
ひろ

人
口
減
少
に
お
け
る

関
係
人
口
に
対
す
る
町
の
考
え

減
少
の
速
度
を
緩
や
か
に

し
、
そ
し
て
社
会
増
に
な

れ
ば
一
番
良
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
町
に
残
っ
て

い
た
だ
く
、
ま
た
来
て
い

た
だ
く
、
そ
ん
な
街
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
働
く
と
こ
ろ
が
無
い

と
言
う
話
が
す
ぐ
出
る
。

都
会
に
比
べ
れ
ば
選
択
肢

は
少
な
い
が
職
場
は
十
分

に
あ
る
。
地
域
の
状
況
を

も
っ
と
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
、
一
つ
一
つ
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■問　
人
口
減
少
は
木
曽
町

に
限
ら
ず
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
。
最
近
話
題
に

な
っ
て
い
る
の
が
関
係
人

口
で
あ
る
。
総
務
省
は

「
関
係
人
口
と
は
、
移
住

し
た
定
住
人
口
で
も
な
く
、

観
光
に
来
た
交
流
人
口
で

も
な
い
、
地
域
と
多
様
に

関
わ
る
人
々
を
指
す
」
と

し
て
お
り
、
関
係
人
口
増

を
一
つ
の
政
策
と
し
て
い

る
。
関
係
人
口
に
対
し
て

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
1
万
人
キ
ー

プ
を
目
指
し
て
き
た
が
、

現
在
９
８
０
０
人
弱
に

な
っ
て
い
る
。
移
住
定
住

政
策
は
町
の
重
要
施
策
と

し
て
進
め
て
お
り
、
最
近

そ
の
効
果
も
現
れ
て
い
る
。

関
係
人
口
は
人
口
減
少
の

対
策
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
創
出
は

非
常
に
大
事
な
政
策
だ
と

捉
え
て
い
る
。

■問　
町
の
事
業
で
あ
る
木

曽
音
楽
祭
の
食
事
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
保
健
保
養

地
に
来
ら
れ
る
方
も
関
係

人
口
と
思
う
が
。

生
涯
学
習
課
長　

地
元
住

民
を
中
心
に
食
事
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
き

た
が
、
昨
年
他
地
域
へ
の

募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
岡

谷
市
や
三
田
市
か
ら
の
参

加
が
あ
っ
た
。
今
後
も
他

地
域
に
呼
び
か
け
た
い
。

町
民
課
長　

民
間
企
業
や

旧
町
村
で
開
発
し
た
保
健

休
養
地
が
あ
り
、
最
近
転

売
や
住
居
と
し
て
利
用
す

る
方
も
い
る
。
保
健
休
養

地
の
空
き
家
の
利
用
相
談

な
ど
に
対
応
し
て
い
く
。

■問　
人
口
減
少
の
対
策
に

対
し
て
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。

町
長　

人
口
減
少
は
や
む

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

若
者
交
流
事
業
や
姉
妹
都
市
と
の
連
携
が
重
要

企
画
財
政
課
長

木曽音楽祭食事ボランティアの様子木曽音楽祭食事ボランティアの様子
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公
営
企
業
会
計
の

資
金
強
化
を

環
境
水
道
課
長　

人
的
体

制
は
現
状
が
望
ま
し
い
。

■問　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

専
門
部
署
の
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　

令
和
７

年
度
中
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
視
察
等
を
行
い
、
専
門

部
署
の
立
ち
上
げ
を
考
え

る
。

■問　
総
合
支
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
職
員
が
減
少

す
る
中
で
見
直
し
等
の
考

え
は
な
い
か
。

副
町
長　

職
員
数
は
現
状

を
維
持
す
る
。
機
構
改
革

職
員
配
置
数
は
検
討
し
て

い
く
。

■問　
下
水
道
、
簡
易
水
道

会
計
の
３
月
末
の
預
金
残

高
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

環
境
水
道
課
長　

下
水
道

会
計
３
３
３
９
万
円
、
簡

易
水
道
会
計
５
０
９
２
万

円
。

■問　
資
金
不
足
に
よ
る
未

払
い
は
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長　

資
金
不

足
は
な
い
。
未
払
い
も
適

正
に
処
理
し
て
い
る
。

■問　
資
金
不
足
に
よ
る
対

応
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。
一
時
借
入
れ
の

方
法
は
あ
る
か
。

環
境
水
道
課
長　

資
金
計

画
を
作
成
す
る
。
一
時
借

入
金
は
原
則
と
し
て
市
中

銀
行
か
ら
借
入
れ
、
年
度

末
ま
で
に
返
済
す
る
。
規

模
は
下
水
道
１
億
５
０
０

０
万
円
、
簡
易
水
道
で
８

０
０
０
万
円
。

■問　
普
通
会
計
か
ら
公
営

企
業
会
計
に
融
通
は
で
き

な
い
の
で
、
基
金
を
活
用

し
て
借
入
れ
が
で
き
る
よ

う
整
備
し
た
ら
ど
う
か
。

環
境
水
道
課
長　

短
期
的

な
措
置
と
し
て
は
有
効
と

考
え
る
。
借
入
れ
は
緊
急

措
置
で
あ
り
計
画
的
積
み

増
し
に
よ
っ
て
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
適
切
。

副
町
長　

企
業
会
計
に
余

剰
資
金
が
持
て
る
よ
う
に

対
策
を
講
じ
る
。

■問　
資
金
が
少
な
い
状
況

で
公
営
企
業
の
経
営
戦
略

計
画
書
で
は
、
使
用
料
金

の
改
定
も
う
た
わ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

環
境
水
道
課
長　

令
和
７

年
度
に
調
査
研
究
を
行
う
。

行
政
機
構
に
つ
い
て

■問　
施
設
の
集
中
管
理
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

資
金
不
足
に
備
え
る
ル
ー
ル
必
要

環
境
水
道
課
長

質問者の動画が見られます

栩
とち

本
もと

  力
ちから

福島浄化センター福島浄化センター

交
通
事
業
者
の
待
遇
改
善
で

運
転
手
確
保
を

ん
に
も
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
。　

戦
後
80
年
の

啓
発
事
業
を

■問　
悲
惨
な
戦
争
の
歴
史

を
風
化
さ
せ
ず
後
世
に
残

す
責
任
が
あ
る
が
町
の
計

画
は
。

生
涯
学
習
課
長　

戦
後
70

年
以
降
中
学
校
の
平
和
学

習
を
行
っ
て
い
る
。
以
前

の
展
示
物
や
新
し
い
資
料

で
企
画
展
な
ど
を
考
え
た

い
。

■問　
新
し
い
公
共
交
通
事

業
実
施
で
は
説
明
会
に
も

出
席
で
き
な
い
人
の
不
安

の
声
が
あ
る
が
。

環
境
水
道
課
長　

特
段
の

意
見
は
届
い
て
い
な
い
が

引
き
続
き
制
度
を
丁
寧
に

周
知
し
た
い
。

■問　
新
年
度
予
算
と
町
の

独
自
路
線
は
ど
う
な
る
の

か
。

環
境
水
道
課
長　

予
算
は

今
年
度
よ
り
約
２
０
０
０

万
円
の
減
額
。
町
路
線
は

５
路
線
に
な
り
統
合
や
幹

線
格
上
げ
に
よ
り
委
託
料

も
減
額
に
な
る
予
定
。　

■問　
交
通
事
業
者
と
の
連

携
で
若
い
人
の
採
用
も
含

め
、
一
種
免
許
取
得
助
成

な
ど
待
遇
改
善
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
。

環
境
水
道
課
長　

新
し
い

再
編
事
業
に
お
い
て
、
各

町
村
負
担
の
委
託
料
も
給

与
が
確
実
に
増
加
す
る
よ

う
単
価
引
き
上
げ
を
実
施
。

一
種
免
許
取
得
に
つ
い
て

は
事
業
者
と
検
討
し
た
い
。

■問　
住
民
か
ら
イ
ン
フ
ラ

整
備
要
望
の
声
が
多
い
。

予
算
増
で
、
実
現
率
を
上

げ
る
こ
と
が
町
や
支
所
へ

の
信
頼
向
上
に
も
な
る
の

で
は
。

企
画
財
政
課
長　

今
ま
で

の
実
績
や
要
望
を
考
慮
し

新
年
度
予
算
は
約
１
０
０

０
万
円
引
き
上
げ
る
。

建
設
農
林
課
長　

要
望
は

緊
急
性
、
優
先
性
を
加
味

し
リ
ス
ト
化
し
て
で
き
る

だ
け
早
期
に
解
消
し
て
い

き
た
い
。　

■問　
地
域
づ
く
り
は
行
政

と
自
治
協
議
会
中
心
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
は
地
元
企
業
と
連
携
し

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

総
務
課
長　

地
域
の
皆
さ

給
与
増
加
に
向
け
委
託
料
引
き
上
げ
る

環
境
水
道
課
長

質問者の動画が見られます

中
なか

村
むら

  博
ひろ

道
みち

交通事業者が運行する交通事業者が運行する
電気バス電気バス
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下
しも

島
じま

  里
さと

美
み

障
が
い
者
支
援
施
設
へ
の

通
所
時
の
安
全
面
は

説
明
し
、
上
が
っ
た
意
見

を
計
画
に
反
映
し
理
解
・

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
き
た
。
今
後
も
説
明

会
を
実
施
し
分
か
り
や
す

く
丁
寧
な
情
報
共
有
・
情

報
発
信
に
努
め
た
い
。

福
島
小
来
校
者
の
大
手

町
駐
車
料
金
の
無
料
化

■問　
保
護
者
等
の
利
用
で

発
生
し
た
駐
車
料
金
を
無

料
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

子
育
て
教
育
課
長　

運
動

会
等
の
学
校
行
事
で
の
保

護
者
の
利
用
で
は
周
辺
駐

車
場
の
確
保
や
校
庭
の
開

放
に
よ
り
、
ほ
ぼ
無
料
に

な
る
対
応
が
で
き
て
い
る
。

個
別
の
来
校
で
は
校
内
の

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

■問　
既
存
各
施
設
の
利
用

者
が
集
ま
る
。
通
所
時
の

安
全
面
の
対
策
は
。

保
健
福
祉
課
長　

利
用
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
希
望
者
に
は
駅
か
ら

施
設
ま
で
送
迎
す
る
予
定
。

■問　
建
設
計
画
の
変
更
に

伴
い
、
地
域
と
の
交
流
計

画
も
再
検
討
が
必
要
で
は
。

保
健
福
祉
課
長　

建
物
の

面
積
が
縮
小
し
た
が
、
そ

の
分
テ
ラ
ス
を
広
げ
屋
外

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
確
保

し
た
。
計
画
変
更
は
な
い
。

■問　
当
該
支
援
施
設
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
々
へ
の

支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　

障
害
者

福
祉
で
は
既
に
木
曽
圏
域

自
立
支
援
協
議
会
で
様
々

な
障
害
を
持
つ
方
々
が
各

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
開
所
予
定
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
て
指
定
管
理
者
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。

■問　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
町
と
す
る
た
め
様
々
な

障
が
い
を
持
つ
方
々
が
対

象
の
施
設
・
環
境
を
整
え

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

町
単
独

で
は
支
援
や
財
源
に
限
り

が
あ
る
。
引
き
続
き
木
曽

圏
域
全
体
で
の
取
組
み
を

継
続
し
、
個
々
の
状
況
に

応
じ
た
柔
軟
な
支
援
を
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

旧
上
田
小
お
よ
び
周
辺
地

域
の
状
況
説
明
を
十
分
に

■問　
旧
上
田
小
や
Ｊ
Ｒ
跨

線
橋
２
橋
の
工
事
が
続
く
。

住
民
説
明
が
不
足
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
が
。

建
設
農
林
課
長　

設
計
が

具
体
化
し
た
ら
影
響
す
る

地
域
に
事
前
説
明
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
事
業
計
画
を

希
望
者
へ
の
送
迎
等
で
対
策
す
る

保
健
福
祉
課
長

観
光
業
Ｄ
Ｘ
は

推
進
で
き
る
か

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
支

援
な
ど
。
⑶
観
光
資
源
の

保
全
と
開
発
、
環
境
保
全

な
ど
と
住
民
と
の
協
働
に

よ
る
観
光
エ
リ
ア
の
魅
力

の
底
上
げ
が
解
決
策
に
な

る
。

■問　
事
業
者
の
商
品
づ
く

り
に
対
す
る
支
援
は
で
き

る
か
。

観
光
商
工
課
長　

支
援
で

き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
一

つ
一
つ
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

■問　
現
状
分
析
、
課
題
の

抽
出
、
解
決
策
の
策
定
に

Ｄ
Ｘ
は
ど
う
し
て
も
必
要

だ
。
こ
の
分
野
の
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
て
ほ
し
い
。

観
光
商
工
課
長　

観
光
事

業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
は

必
要
な
事
業
な
の
で
さ
ま

ざ
ま
な
壁
は
あ
る
が
進
め

て
い
き
た
い
。

■問　
我
が
町
の
観
光
業
の

現
状
を
デ
ー
タ
か
ら
見
る

と
、
観
光
客
数
は
長
期
低

落
傾
向
に
あ
り
、
観
光
需

要
が
中
山
道
沿
い
に
偏
っ

て
い
る
。
一
方
、
御
嶽
山

麓
地
域
で
は
ス
キ
ー
場
事

業
の
衰
退
や
自
然
災
害
な

ど
で
経
済
の
冷
え
込
み
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
町

は
こ
の
現
状
を
ど
う
分
析

し
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

現
状
は

一
見
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
賑

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
観
光
客
は
激
減
し

て
い
る
。
開
田
高
原
で
は

10
万
人
を
割
り
込
ん
で
お

り
、
町
内
に
お
い
て
は
地

域
間
に
大
き
な
偏
り
が
あ

る
。

■問　
こ
の
現
状
か
ら
見
え

る
問
題
や
課
題
は
何
か
。

観
光
商
工
課
長　

⑴
物
か

ら
こ
と
へ
と
ニ
ー
ズ
が
変

化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
行
け
て
い
な
い
。

⑵
自
然
観
光
の
競
争
の
激

化
⑶
若
者
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ

ン
ツ
の
不
足
。
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
も
飽
き
ら
れ

て
い
る
な
ど
競
争
力
の
低

下
も
否
め
な
い
。
⑷
観
光

資
源
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

に
情
報
発
信
が
弱
い
。
⑸

宿
泊
施
設
の
老
朽
化
な
ど

の
魅
力
低
下
。
⑹
二
次
交

通
が
充
実
し
て
い
な
い
、

等
々
が
あ
る
。

■問　
解
決
策
は
あ
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

観
光
Ｄ

Ｍ
Ｏ
、
事
業
者
、
住
民
、

行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

解
決
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
が
行
政
に
つ
い

て
は
⑴
観
光
戦
略
の
策
定

と
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
。

そ
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
策
定
。
⑵
観
光
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
の
連
携
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

行
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
を
進
め
る

観
光
商
工
課
長

質問者の動画が見られます

質問者の動画が見られます

松
まつ

井
い

  淳
じゅん

一
いち
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上
うえ

田
だ

  とめ子
こ

振
り
分
け
ら
れ
た
農
地
と

農
家
へ
の
支
援
を

な
い
た
め
に
農
地
利
用
を

し
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

営
農
さ
れ
る
農
家
に
対
し

て
の
支
援
は
行
っ
て
い
く
。

■問

農
林
水
産
省
は
５
年

に
一
度
の
水
張
要
件
を
撤

廃
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ

た
。
国
に
先
駆
け
て
農
業

者
支
援
の
計
画
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。

建
設
農
林
課
長　

来
年
度

以
降
開
催
予
定
の
「
地
域

計
画
」
協
議
の
場
で
検
討

し
具
体
策
を
進
め
た
い
。

■問

地
域
計
画
の
策
定
は

今
年
の
３
月
ま
で
と
な
っ

て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

建
設
農
林
課
長

10
年
後

の
地
域
農
業
の
在
り
方
や

農
地
の
担
い
手
を
示
す
計

画
で
、
意
見
聴
取
や
説
明

を
行
っ
て
き
た
。
最
終
週

に
計
画
策
定
の
公
告
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

■問

時
間
も
手
間
も
か
け

ず
に
生
産
で
き
、
農
地
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
飼
料
の
生
産
を
推
奨
し

て
い
る
。
町
で
も
進
め
る

の
か
。
ま
た
買
い
取
り
先

の
見
通
し
は
あ
る
か
。

建
設
農
林
課
長　

牧
草
な

ど
直
接
飼
料
を
栽
培
す
る

畜
産
農
家
（
24
戸
）
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
し
て

い
く
方
向
。
国
の
水
田
政

策
見
直
し
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

■問

要
件
の
中
に
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

と
し
て
、
生
産
性
を
高
め

安
定
的
に
所
得
を
確
保
し

て
い
く
、
と
あ
る
が
そ
の

見
通
し
は
あ
る
か
。

建
設
農
林
課
長　

赤
カ
ブ

や
す
ん
き
な
ど
の
高
付
加

価
値
化
、
６
次
産
業
化
に

よ
る
収
益
向
上
や
高
原
野

菜
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
、

飲
食
店
等
と
の
契
約
栽
培

を
推
奨
し
、
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
を
図
り
た
い
。

■問

農
地
の
集
約
化
で
農

地
が
振
り
分
け
ら
れ
る
。

必
要
で
な
い
と
な
っ
た
農

地
と
農
家
へ
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
。

建
設
農
林
課
長　

計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
な
い
農
地

は
不
要
で
は
な
く
、
耕
作

で
き
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
そ
ば
を
栽
培
す
る
な

ど
遊
休
荒
廃
農
地
に
さ
せ

農
地
利
用
で
守
り
支
援
し
た
い

建
設
農
林
課
長

相
続
登
記
義
務
化
と
は

る
が
、
町
が
代
行
支
援
す

る
考
え
は
な
い
。
質
問
が

あ
れ
ば
法
務
局
、
代
理
手

続
き
を
行
う
司
法
書
士
を

案
内
す
る
。

■問

相
続
登
記
を
放
置
し

所
有
者
不
明
の
不
動
産
が

増
え
る
と
町
に
ど
ん
な
弊

害
が
あ
る
か
。

総
務
課
長　

登
記
未
了
の

土
地
を
利
用
し
た
い
民
間

取
引
や
公
共
事
業
を
阻
害

す
る
要
因
と
な
る
。
所
有

者
不
明
に
よ
り
適
正
に
管

理
さ
れ
な
け
れ
ば
環
境
悪

化
、
周
辺
へ
の
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

■問

相
続
人
は
相
続
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
相
続
登
記
を
す
る
こ
と

が
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
義
務
化
に
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
住
民
周
知
し

て
い
る
か
。

総
務
課
長　

法
務
局
か
ら

の
チ
ラ
シ
を
回
覧
で
配
っ

た
ほ
か
、
正
面
玄
関
で
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
役
場
だ

よ
り
で
制
度
の
紹
介
を
複

数
回
周
知
し
て
い
る
。

■問

登
記
事
務
手
続
き
は

法
務
局
の
仕
事
だ
が
、
相

続
登
記
義
務
化
に
つ
い
て

相
談
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

相
談
は
無
い

が
死
亡
届
の
手
続
き
等
で

来
庁
さ
れ
た
際
に
相
続
登

記
制
度
が
変
更
に
な
っ
た

こ
と
を
説
明
し
、
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
法
務
局
、
司

法
書
士
を
案
内
し
て
い
る
。

■問

相
続
登
記
義
務
化
の

認
知
度
は
。

総
務
課
長　

町
は
不
動
産

登
記
の
業
務
を
し
て
い
な

い
の
で
正
確
な
数
字
は
つ

か
ん
で
い
な
い
。
令
和
６

年
の
法
務
省
民
事
局
の
全

国
調
査
で
は
、
73
％
が
相

続
義
務
化
を
知
っ
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
る
。

■問

相
続
登
記
の
認
知
度

は
全
国
的
に
高
い
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
必
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
が
低
い
と

思
わ
れ
る
。
登
記
が
進
ま

な
い
と
思
う
が
、
町
は
未

登
記
不
動
産
の
所
有
者
支

援
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

相
続
登
記
義

務
化
を
知
っ
て
い
る
の
と

実
際
に
登
記
手
続
き
を
行

う
こ
と
は
話
が
違
う
と
承

知
し
て
い
る
。
申
請
手
続

き
が
非
常
に
煩
雑
な
手
続

き
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か

相
続
人
は
３
年
以
内
に
相
続
登
記
が
必
要

総
務
課
長

質問者の動画が見られます

質問者の動画が見られます

原
はら

田
だ

  徹
てつ

哉
や

コンバインによるソバの刈り取り作業コンバインによるソバの刈り取り作業

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
を

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
を

知
ら
せ
る
法
務
局
の
チ
ラ
シ

知
ら
せ
る
法
務
局
の
チ
ラ
シ
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総務経済 木の産業づくりについて調査
三重県の

合板製造会社などを視察
常任委員会
報　告

■
視
察
先
の
概
要

　

日
新
三
重
工
場
は
、
木
造
住
宅

の
建
築
に
欠
か
せ
な
い
合
板
の
製

造
を
行
っ
て
お
り
国
内
市
場
シ
ェ

ア
は
約
30
％
。
本
社
は
鳥
取
県
境

港
市
に
あ
り
中
国
、
四
国
エ
リ
ア

と
三
重
県
に
合
わ
せ
て
6
工
場
が

稼
働
し
、
高
品
質
か
つ
多
種
多
様

な
合
板
の
企
画
・
製
造
・
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
原
木
は
国
内
各
地

か
ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
、
海

外
か
ら
米
マ
ツ
、
米
ツ
ガ
な
ど
を

調
達
し
て
い
る
。

　

工
場
で
は
最
初
に
前
処
理
を

行
っ
た
原
木
を
切
削
機
に
よ
り
大

根
の
桂
剥
き
の
よ
う
に
厚
さ
数
ミ

リ
の
薄
い
板
に
す
る
。
次
に
板
を

乾
燥
さ
せ
接
着
剤
を
塗
り
、
板
の

木
目
方
向
に
1
枚
ご
と
に
直
交
さ

せ
て
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
を
プ
レ

ス
で
圧
縮
し
く
っ
つ
け
る
。
最
後

に
表
面
を
磨
き
所
定
の
寸
法
に
裁

断
し
検
査
を
行
う
、
と
い
う
の
が

一
連
の
流
れ
。

　

同
工
場
は
従
業
員
が
60
名
程
度

で
月
６
０
０
０
㎥
の
合
板
を
製
造
。

2
交
代
制
で
あ
る
た
め
従
業
員
の

確
保
に
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
い

う
が
平
均
年
齢
は
38
・
1
歳
と
若

い
会
社
だ
。

■
調
査
の
目
的

　

町
有
林
を
含
む
民
有
林
の
カ
ラ

マ
ツ
が
樹
齢
60
年
を
超
え
主
伐
を

迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

昨
年
度
か
ら
木
の
産
業
づ
く
り
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
ま
で

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
供
給
拠

点
施
設
や
木
工
振
興
拠
点
施
設
な

ど
を
整
備
し
て
き
た
。
ま
た
、
新

開
橋
詰
に
は
原
木
土
場
を
整
備
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
旧
上
田
小
学

校
の
空
き
校
舎
を
民
間
企
業
に
無

償
譲
渡
し
、
合
板
製
造
・
内
装
材

加
工
の
工
場
と
し
て
利
活
用
す
る

　

日
新
が
三
重
に
進
出
し
た
背
景

に
は
原
木
調
達
に
伴
う
輸
送
コ
ス

ト
の
低
減
や
都
市
部
へ
の
製
品
輸

送
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
が
あ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
費
や
運
転
手
な

ど
の
人
件
費
が
増
大
し
て
い
る
中

で
原
木
及
び
製
品
の
輸
送
コ
ス
ト

は
重
要
な
観
点
だ
。

　

町
に
あ
る
木
曽
谷K

ousaku

で
は
、
木
曽
官
材
市
売
組
合
か
ら

日
新
へ
送
ら
れ
た
原
木
を
合
板
に

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て

家
具
や
内
装
材
を
作
っ
て
い
る
。

今
後
、
地
元
に
合
板
工
場
が
完
成

す
れ
ば
原
木
や
製
品
の
輸
送
コ
ス

ト
の
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
木
材
の
付
加
価
値
を
高

め
る
た
め
集
成
材
の
製
造
は
有
効

で
、
林
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
完
成
さ
せ
る
プ
ロ
セ

ス
の
中
に
集
成
材
製
造
が
あ
れ
ば

良
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
日
新
で
は
植
林
を
は
じ

め
工
場
で
出
る
皮
や
端
材
な
ど
は

ボ
イ
ラ
ー
の
熱
源
に
使
用
す
る
な

ど
環
境
に
も
十
分
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
実
践
さ
れ
て
い
る
点
な
ど

も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

ま
と
め

○所管調査日　　
　令和 7年 1月 27日～ 28日

○出席委員　委員長 /松井　淳一　　副委員長/ 大目富美雄
　　　　　　委　員 /原田　徹哉　　千村　孝男

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
に
は
勝
野
木
材
グ

ル
ー
プ
（
南
木
曽
町
）
と
木
の
産

業
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

だ
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
資
源
の
活
用

が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
株
式

会
社
日
新
三
重
工
場
や
国
立
研
究

開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー 

津
水
源
林

整
備
事
務
所
、
勝
野
木
材
な
ど
を

視
察
し
た
。
こ
こ
で
は
日
新
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

日新三重工場を視察する議員ら日新三重工場を視察する議員ら

原木を桂剥きのようにして薄い板にする原木を桂剥きのようにして薄い板にする
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社会文教 子育て支援・認知症対策を調査

兵庫県明石市・神戸市を視察
常任委員会
報　告

　

65
歳
以
上
の
市
民
が
身
近
な
医

療
機
関
で
、
無
料
で
認
知
症
診
断

を
受
診
で
き
る
。
ま
た
、
市
が
賠

償
責
任
保
険
に
加
入
し
、
認
知
症

患
者
に
よ
る
事
故
等
の
被
害
者
に

見
舞
金
を
支
給
す
る
。

　

個
人
市
民
税
均
等
割
超
過
課
税

と
し
て
年
額
４
０
０
円
を
市
民
が

負
担
し
て
い
る
。

■
視
察
先
の
概
要

明
石
市

● 

こ
ど
も
健
康
セ
ン
タ
ー

「
あ
か
し
こ
ど
も
広
場
」

　

妊
娠
期
か
ら
中
高
生
ま
で
幅
広

い
年
齢
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
総
合
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
て

お
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
等
の
た
め
の
一
時
保
育
ル
ー

ム
、
親
子
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
中
高

生
世
代
交
流
施
設
等
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
市

民
は
利
用
料
無
料
。

●
お
む
つ
定
期
便

　

生
後
４
カ
月
目
〜
満
１
歳
の
誕

生
月
ま
で
（
最
大
10
回
）、
毎
月

無
料
で
赤
ち
ゃ
ん
用
品
と
子
育
て

情
報
誌
等
を
配
達
し
、
見
守
り
支

援
員
（
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
従
業

員
）
が
不
安
や
悩
み
・
心
配
ご
と

は
な
い
か
、
声
掛
け
を
す
る
。
相

談
内
容
に
応
じ
て
市
の
関
連
施

設
・
関
連
部
署
に
つ
な
げ
る
。

神
戸
市

●
認
知
症
神
戸
モ
デ
ル

　

「
神
戸
市
認
知
症
の
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
、「
認
知
症
神
戸
モ
デ
ル
」
の

取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

■
調
査
の
目
的

明
石
市

子
育
て
支
援

　

「
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
重
点
施
策
と
し
、
子
育

て
支
援
に
お
け
る
５
つ
の
無
償

化
（
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
、

中
学
校
給
食
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
、
公
共
施
設
の
入
場
料
、
１

歳
ま
で
の
お
む
つ
代
（
す
べ
て
所

得
制
限
な
し
））
を
順
に
実
現
し

て
き
て
い
る
。
国
、
県
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
上
回
る
明
石
市
の
子

育
て
支
援
施
設
の
運
営
状
況
等
を

当
町
の
少
子
化
対
策
等
の
参
考
と

し
た
い
。

神
戸
市

認
知
症
対
策

　

神
戸
市
の
高
齢
化
率
は
29
％
。

比
較
的
高
齢
化
が
緩
や
か
な
神
戸

市
が
、
な
ぜ
政
令
都
市
初
（
当

時
）
と
な
る
「
神
戸
市
認
知
症
の

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
制
定
に
至
っ
た
の
か
、
ま

た
「
認
知
症
神
戸
モ
デ
ル
」
と
呼

ば
れ
る
事
業
の
状
況
等
は
ど
う
か
、

こ
れ
ら
を
当
町
の
認
知
症
対
策
の

参
考
と
し
た
い
。

・ 

あ
か
し
こ
ど
も
広
場
は
、
こ
ど

も
に
限
ら
ず
広
く
多
世
代
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
中
高
生

の
「
楽
し
い
」「
や
っ
て
み
た

い
」
を
応
援
す
る
「
中
高
生
世

代
交
流
施
設
」
は
個
人
が
楽
器

演
奏
や
ダ
ン
ス
が
で
き
る
。
非

常
に
参
考
に
な
っ
た
。

・ 

お
む
つ
定
期
便
は
、
赤
ち
ゃ
ん

用
品
を
無
償
で
配
る
経
済
的
な

支
援
と
、
子
育
て
の
先
輩
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
機
会
を
同

時
に
提
供
で
き
る
。
産
後
の
不

安
定
な
精
神
状
態
で
子
育
て
の

不
安
や
孤
独
感
・
社
会
か
ら
の

疎
外
感
を
抱
え
る
保
護
者
の
大

き
な
助
け
と
な
る
と
感
じ
た
。

・ 

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
。
自
分
が
認
知
症
患

者
で
あ
る
こ
と
や
家
族
に
認
知

症
患
者
が
い
る
こ
と
を
隠
さ
ず

地
域
で
共
有
で
き
る
か
が
人
口

減
少
時
代
の
地
域
福
祉
の
カ
ギ

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
認

知
症
神
戸
モ
デ
ル
は
そ
う
い
っ

た
住
民
意
識
の
醸
成
に
も
非
常

に
役
立
つ
と
感
じ
た
。

ま
と
め

○所管調査日　　
　令和 7年 1月 30日～ 31日

○出席委員　委員長 /中村　博保　　副委員長/ 下島　里美
　　　　　　委　員 /藤田　昌弘　　栩本　力　　中村　博道

あかしこども広場の様子あかしこども広場の様子認知症神戸モデルの説明を聞く議員認知症神戸モデルの説明を聞く議員
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令
和
７
年
度
の
予
算
審
議

が
終
了
し
ま
し
た
。
人
口
減

少
対
策
、
災
害
対
策
、
物
価

高
対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
に
取
組
み
ま
す
。
私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
持
続
可
能
な
地
域
創
り

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

を
物
語
る
予
算
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
に
は
多
く
の

課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

光
り
輝
く
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
力

を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
課
題
を
真
正
面
か
ら

見
つ
め
、
そ
の
解
決
に
取
組

み
ま
し
ょ
う
。
木
曽
町
は
木

曽
地
域
に
お
い
て
は
地
域
づ

く
り
で
先
進
地
で
す
。
住
民
、

町
、
議
会
が
力
を
結
集
し
一

歩
一
歩
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
松
井　
淳
一
）

  「
木
曽
町
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
　

行
／

木
曽

町
議

会
　

　
編

　
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

お
問

い
合

わ
せ

先
／

木
曽

町
議

会
事

務
局

 TEL 22-4288
印

　
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

第
78
号
　
令
和
７
年
４
月
25
日

　
「
貸
手
、
借
手
双
方
良
し

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
が
、

粘
り
強
く
続
け
た
い
」
と
話

す
小
林
貞
友
さ
ん
。
３
年
が

か
り
で
自
宅
の
隣
に
あ
っ
た

古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
借
手
を
探
し
て
い

る
。
空
き
家
に
な
っ
て
い
た

こ
の
建
物
は
妻
の
実
家
。
数

年
前
に
立
ち
入
り
、
天
井
板

を
外
し
て
思
わ
ず
息
を
飲
ん

だ
。
見
事
な
太
い
梁
が
現
れ

た
か
ら
だ
。
以
来
、
合
間
を

見
て
本
格
的
に
改
修
を
始
め

た
。
壁
の
新
建
材
を
外
し
、

畳
を
取
り
除
き
黒
光
り
す
る

松
の
床
を
磨
い
た
。
い
ろ
り

跡
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置

し
、
昔
の
ス
テ
レ
オ
や
ピ
ア

ノ
な
ど
も
並
べ
た
。

　
ト
イ
レ
や
お
風
呂
な
ど
水

回
り
は
予
算
の
関
係
で
手
つ

か
ず
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

が
、
自
身
で
で
き
る
こ
と
は

一
通
り
終
え
た
。

　
玄
関
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

隠
れ
家
を
意
味
す
る
看
板

「
Ｃ

カ

シ

エ

ッ

ト

ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
黒
川
」

を
掲
げ
「
誰
か
が
こ
の
古
民

家
を
活
用
し
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
積

極
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信

を
し
て
い
る
。

　
「
若
い
こ
ろ
か
ら
木
曽
路

フ
ァ
ン
で
し
た
」
と
い
う
小

林
さ
ん
は
松
本
市
の
出
身
。

公
務
員
と
し
て
県
内
各
地
を

回
り
、
48
歳
の
時
に
黒
川
へ

新
居
を
構
え
た
。
58
歳
で
早

期
退
職
し
た
後
は
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
清
掃
員
、
給
食

員
な
ど
数
々
の
職
業
を
経
験
。

余
暇
に
は
、
趣
味
の
米
作
り

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
な
ど

自
然
を
相
手
に
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　
黒
川
は
自
然
が
豊
か
で
道

祖
神
な
ど
貴
重
な
文
化
財
も

多
い
。
ぜ
ひ
観
光
面
で
の
活

用
を
考
え
て
ほ
し
い
と
願
う
。

き
そ
ま
ち
議
会
だ
よ
り

議会を傍聴してみませんか
　議員がどんな発言をし、どんなまちづ
くりを考えているのか直接聴くことがで
きる良い機会です。
　基本的に議会は毎月開催されますが、
議員の一般質問は3月、6月、9月、12
月に行われます。
　皆さんもぜひ傍聴してみませんか。次
回の一般質問は６月11日㈬を予定して
います。
　詳しいことは議会事務局へお尋ねくだ
さい。

議会事務局 電話 ２２－４２８８

黒川の文化財など
観光面での活用考えて住民

の声
27

小
こ
林
ばやし
　貞
さだ
友
とも
さん（68歳・福島）

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
大
目
富
美
雄

　
副
委
員
長
　
下
島
　
里
美

　
委
　
員
　
中
村
　
博
道

　
委
　
員
　
松
井
　
淳
一

　
委
　
員
　
原
田
　
徹
哉

　
委
　
員
　
藤
田
　
昌
弘

議
会
の
視
点��
開
田
高
原
や

高
山
方
面
へ
の
通
過
車
両
が

多
い
の
で
、
地
域
の
魅
力
発

信
が
重
要
と
考
え
る
。リノベーションした

古民家にたたずむ小林さん

　木曽町相撲場改
修に伴う土俵開き
が３月27日、御嶽
海関や関係者など
100人余りが出席
して行われた。神
事や式典に続き、
真新しい土俵で木
曽相撲クラブの小
中学生や木曽青峰
高校の相撲部員ら

が稽古を実施。御嶽海関もまわし姿になって土俵に上がり、ぶ
つかり稽古で子どもたちに胸を出していた。

表紙の写真 小学生らが土俵開きの稽古

御嶽海関と稽古する木曽相撲クラブの小学生ら


